

















































は4種あるが、特に分布地図、REVISEDSITE PLAN of ANCIENT SITE BEYOND 


































































































































































































































作成した民雅遺跡地図“SITEPLAN of ANCIENT SrTE BEYOND NIY A RIVER fI 中の
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No 年度 緯度測定値 経度測定値 発見遺物
① 93 38'08〆01.8" 82'43'33.9η 弦文折綾文壷;参照「図版編J46-24 
② 93 38'12' 48.3" 82' 45'28.4" 陶片散乱
③ 93 38'14'22.6" 8ZO 45' 54.8" 陶片散乱
④ 93 38'15'57.0" 82' 45'36.5" 陶片散乱
⑤ 93 38'15'57.1" 82'46'31.5" 陶片散乱
⑥ 93 38'16' 45.8" 82' 46'57.8" 石皿
⑦ 93 38'16' 48.5" 82' 45'53.5" 陶片散乱
⑧ 93 38'17'57.8" 82' 46' 48.5" 93BaseCamp地;古代川床上;土器陶片散乱
⑨ 93 38'18'55.0" 82' 4 7'21. 7" 黒玉(カラ・タッシュ)石器採集;参照 ibd.44
⑮ 96 38'19'31.2" 82' 48' 49.5" 首飾・石紡錘車・石皿・陶器;ibd. 44，45 
⑪ 96 38'20'25.8" 82' 48'57.0" 石皿・窯跡・陶器・黒石;参照;ibd.44 ，45 
⑫ 96 38'21'59.8" 82' 48'21.6" 文様入り瓶;参照 ibd.45
⑬ 96 38'22' 02.7" 82' 48'23.5" 青銅器・るつぽ・銅鐸
⑪ 93 38'22'09.3" 82' 48'01.6" 家畜糞の堆積・羊の骨(小屋跡か)
⑬ 96 38'22'09.6" 82' 48'16.2" 遺構発見j皮丘斜面柱、葦壁;ibd.43-1，2 






















































社、すなわち、 N.1・N.2.N.3 . N.4 . N.7 . N.8等に関する印象として、このように記してい
る。

































































































号， 2000刊。;(ii) 1988年度-1993年度まで I第1章一2調査の契機と経過J (日中共同ニヤ遺
跡学術調査隊編「日中共同尼雅遺跡学術調査報告書』第1巻， 1996年flJ)o ; (ii) 1994年度-1997
年度まで第 1部第 1章(3)調査の経緯J (前掲載『報告書』第2巻， 1999年flJ)
(3) A.Stein “Serindia"所収。





(5) 北方新遺跡調査については、 r1993年尼稚違祉北方考古調査」及ぴ r1993年ニヤ遺跡、北方の考古
調査(要旨)pp.73-81、図版ー参照 (W前同報告書』第 1巻)同調査隊刊， 1996年。及ぴ「北方
地区遺跡、の調査J(日本語訳，本文編pp38-45)、図版四十三，四十四，四十五(図版編所収)
参照 (W同報告書」第2巻:向調査隊刊行， 1999年)。
(6) 参照「附表 尼雅遺跡分布調査GPS測定一覧表J (前掲載『尼雅遺跡調査報告書」第 2巻所
収入
(7) Rapson and Senart“KHAROSTHI INSCRIPTIONS" Plate N o.l5getc. (OXFORD A T 
THE CLARENDON PRESS， 1927) 
(8) W大正大蔵経」巻51r史伝部 3J， p.945c 
(9) W漢書』西域伝、(古典研究舎刊『漢書~ (二)列侍(下)951下)
(10) 林梅村「漢代与尼雅遺祉J (r文物~ 12・1996，p.55) 
(1) A.Stein;“Serindia" p.218， ll.28-33 






(17) 林梅村「漢代精絶国与尼雅遺跡J(前掲載書、 p.55，left 1，38田p.56，right 1，5)，浅岡利夫訳，同訳
本。
仰) 林梅村「漢代精絶国与尼雅遺社J(前掲載書、 p.56，left ll.15-17)，浅岡利夫訳，同訳本。
(1自 r1993年 <N.2>住居祉群の測量調査J(前掲載『尼雅遺跡報告書」第 1巻， pp.165-168所収); 
付図「ニヤ遺跡、N.2地点測量図J (W同報告書』第 1巻)
ω1) r図録編」所以の図版十七・十八・六十六 参照(前掲載「尼雅遺跡報告書」第 2巻所収)
。1) r第三章(1)93B4 (N.2)の調査J(前掲載書『尼雅遺跡報告書』第 2巻，日本文編， pp.46-
61 ; W同報告書』第 2巻，中文編， pp.42目54所収)。2) A.Stein;“Anicient khotan" pp.312， l.1-7 
側A.Stein;ibd.p.312，ll.7-35 
制水谷真成訳「大唐西域記~ p.406 (r中国文学古典体系J22 平凡社flJ); W大正大蔵経~ 51巻 p.
945c 
白5) 水谷真成ibd.p.406注1.
白6) A.Stein，“Ancient Khotan" pp.31l，1l.10-11参照o
(27) A.Stein，“Ancient Khotan" p.383， ll.21-22 
(28) A.Stein， ibd.p.383.ll.12-19， <Site that of a terminal oasis>の項参照0
(29) A.Stein“ANCIENT KHOT AN" VoI.I; PLAN 'XXVII' 
(30) Stein ibd.p.384.ll.14-19 <Possible causes of abandonment of ancient site>の項参照。
(31) スタインの改訂版ニヤ遺跡地図(“REVISEDSITE PLAN of ANCIENT SITE BEYOND 
NIY A REVER") 土ーで rERODED DUNES WITH FREQUENT T AMARISK CONESJ 
(“SERINDIA"所収)などと表記したり、 N.1模式図(“PLANOF RUINED HOUSE N.1") 
上では rSandcone covered tamariskJ (“ANCIENT KHOTAN"所収)と表記している。
(32) A.Stein，“Serindia"所収。






旨~ P.26) 2000年 3 月 20~21 日開催。
側 前掲載「報告書」第 2巻 i( 3 )北方地区遺跡の調査Jp.44o 
(37) A.Stein “Ancient Khotan" p.338，1l.21-24 
側 ibd.;Stein， p.383.; <Shrinkage of Niya river course>の項参照。
側 「唐書j 221巻「手IJ伝J24 (古典研究会flJ.和刻木正史 r告書j (4)列伝(下)466頁上。
例) 長沢和俊「棲蘭王国史の研究j p.584o (雄1関、平成2年 2月干1])。

























第 5図 尼雅川々と主な遺跡配置 (SPOT衛星写真より)
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